
付 図・付 表

＊調 査 位 置 図

＊想定地質断面図

＊地 質 柱 状 図



No
.1

No
.2

No
.3

Ｋ
Ｂ
Ｍ

±
0.
00
ｍ

28
ｍ

25
ｍ

25
ｍ

54
ｍ

45
ｍ

30
ｍ

22
ｍ

19
ｍ

調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
位
置
図



 ボ ー リ ン グ 柱 状 図

 調  査  名 （ 仮 称 ） 三 根 み ど り 保 育 園 新 築 工 事 に 伴 う 地 質 調 査

 事 業 ・ 工 事 名
 ボ ー リ ン グ 名 N o . 1  調 査 位 置 佐 賀 県 三 養 基 郡 み や き 町 大 字 市 武 地 内  北  緯

 東  経 発  注  機  関 学 校 法 人 　 み ど り 学 園  調 査 期 間 平成 23年 11月 8日 ～ 23年 11月 9日

 調  査  業  者  名 明 和 技 研
 電話 ( 0 9 4 2 - 9 4 - 9 2 9 2 )  主 任 技 師 宮 崎 隆 司  現  場

 代  理  人 西 頼 和 之  コ  ア
 鑑  定  者 西 頼 和 之  ボ ー リ ン グ

 責  任  者 権 藤 　 俊 光

 孔  口  標  高 KBM
-0.27m
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 種

 試  錐  機 東 邦 D 0 - D 型  ハ ン マ ー
 落 下 用 具 ト ン ビ

 エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N S 8 0 C  ポ  ン  プ 東 邦 B G - 3 C 型 総  掘  進  長  25.00m

 ボ ー リ ン グ № 1
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 事

マサ土による盛土。盛
土

黄
褐

耕作土。細砂を少量含むが、比
較的均質な粘土。
粘性強い。

粘
土

黄
灰

含水比高く、非常に軟弱であ
る。
所々に細砂を薄く挟む。
比較的均質。
腐植物を少量含む。

シ
ル
ト
質
粘
土

暗
灰

比較的均質な細砂。細粒分を若
干含む。
比較的粒径が揃った感じ。緩
い。

砂
暗
青
灰

不均質にシルト分を混入し、含
水比高く軟弱。
砂分は細砂主体。

シルト
混じり
砂

暗
青
灰

砂分は細砂主体。比較的粒径が
揃った感じ。
含水比高い。

砂
暗
青
灰

所々にφ20～30mmの礫を含む。
砂分は中～粗粒砂主体。基質部
に細粒分を若干含む。
下部に従い粗粒となり、礫分の
混入も多くなる。

礫
混
じ
り
砂

暗
灰

微細砂～細粒砂主体で均質であ
る。
ややガラス質でパサパサとした
感じ。
φ5～10mm程度の軽石を多く含
む。
比較的良く締まっている。

火
山
灰

褐
灰

φ10～30mmの亜円礫。中～粗粒
砂主体。砂礫 暗灰
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 ボ ー リ ン グ 柱 状 図

 調  査  名 （ 仮 称 ） 三 根 み ど り 保 育 園 新 築 工 事 に 伴 う 地 質 調 査

 事 業 ・ 工 事 名
 ボ ー リ ン グ 名 N o . 2  調 査 位 置 佐 賀 県 三 養 基 郡 み や き 町 大 字 市 武 地 内  北  緯

 東  経 発  注  機  関 学 校 法 人 　 み ど り 学 園  調 査 期 間 平成 23年 11月 10日 ～ 23年 11月 11日

 調  査  業  者  名 明 和 技 研
 電話 ( 0 9 4 2 - 9 4 - 9 2 9 2 )  主 任 技 師 宮 崎 隆 司  現  場

 代  理  人 西 頼 和 之  コ  ア
 鑑  定  者 西 頼 和 之  ボ ー リ ン グ

 責  任  者 権 藤 　 俊 光

 孔  口  標  高 KBM
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 試  錐  機 東 邦 D 0 - D 型  ハ ン マ ー
 落 下 用 具 ト ン ビ

 エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N S 8 0 C  ポ  ン  プ 東 邦 B G - 3 C 型 総  掘  進  長  22.00m
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マサ土による盛土。盛土 黄褐

φ10～20mmの礫を混入する粘土
で所々固結する。改良土（？）
不均質。細砂混入。

礫
混
じ
り
粘
土

暗
灰

高含水比で非常に軟弱なシルト
質粘土。
比較的均質な粘土。粘性強い。
腐植物を少量含む。
不規則に細砂を薄く挟む。

シ
ル
ト
質
粘
土

暗
灰

細砂を多く含んだ粘土
砂混じ
り粘土
。

暗
灰

均質な中～細粒砂。
粘土分少なく、サラサラとした
感じ。

砂 灰

全体に細粒分を不均質に混入す
る。
砂分は、細～中粒砂主体。

シルト
混じり
砂

暗
灰

比較的均質な粗～中粒砂主体。砂 灰

φ10～30mmの亜円礫を所々に混
入する。花崗岩礫主体。
砂分は中～粗粒砂主体。
全体に基質部に細粒分を若干混
入する。

礫
混
じ
り
砂

暗
灰

微細～細砂主体で、比較的均質
である。
ややガラス質でパサパサした感
じ。
φ10mm程度の軽石を多く混入す
る。
非常によく締まっている。
ペネ試料でGL-22.35ｍ以深は、
砂礫層へと変化する。
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 ボ ー リ ン グ 柱 状 図

 調  査  名 （ 仮 称 ） 三 根 み ど り 保 育 園 新 築 工 事 に 伴 う 地 質 調 査

 事 業 ・ 工 事 名
 ボ ー リ ン グ 名 N o . 3  調 査 位 置 佐 賀 県 三 養 基 郡 み や き 町 大 字 市 武 地 内  北  緯

 東  経 発  注  機  関 学 校 法 人 　 み ど り 学 園  調 査 期 間 平成 23年 11月 12日 ～ 23年 11月 14日

 調  査  業  者  名 明 和 技 研
 電話 ( 0 9 4 2 - 9 4 - 9 2 9 2 )  主 任 技 師 宮 崎 隆 司  現  場

 代  理  人 西 頼 和 之  コ  ア
 鑑  定  者 西 頼 和 之  ボ ー リ ン グ

 責  任  者 権 藤 　 俊 光
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 落 下 用 具 ト ン ビ

 エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N S 8 0 C  ポ  ン  プ 東 邦 B G - 3 C 型 総  掘  進  長  23.00m
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マサ土による盛土。
下部にはやや粘土を混入する。

盛
土

黄
褐

耕作土。比較的均質な粘土。
腐植物混入する。やや臭気あ
り。
粘着力強い。

腐植土
混じり
粘土

暗
灰

含水比高く、非常に軟弱であ
る。
所々に腐植物を混入する。
微細砂を不規則に薄く挟在す
る。

シ
ル
ト
粘
土

暗
灰

細粒分多いが、細砂が主体。
含水比高く、軟弱。

シ
ル
ト
質
砂

暗
灰

シルト分やや優勢。含水比高く
軟弱。
砂分は細粒砂主体。

砂混じ
りシル
ト

暗
青
灰

シルト分を混入するが細粒砂主
体。

シルト
質砂

暗
灰

砂分は中～粗粒砂主体。
φ10～30mm程度の亜円礫を多く
混入する。花崗岩礫が主体。
下部に従い粗粒となり、また礫
分の混入も多くなる。
良く締まっている。

礫
混
じ
り
砂

暗
灰

φ10～20mm程度の軽石を混入す
る。
微細～細粒砂主体。
GL-19.0ｍ以深より暗灰色へと変
化する。
ガラス質でサラサラとした感
じ。
下部にはφ10mm程度のスコリア
礫を含む。
下部ではやや固結している。
ペネ試料でGL-23.35ｍ以深は、
砂礫層へと変化する。
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